
元旦に大淀ふれあいキャンプ場付近で行われた初日の出を迎える会の様子（詳しくは本紙２頁をご覧ください）

今月号の主な内容
●伊勢志摩ナンバーブレードの図柄デザイン決定 ほか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
●第３１回国づくりシンポジウム開催のお知らせ ほか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
●平成３０年第４回明和町議会定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
●平成３０年分 所得税と町・県民税（住民税）申告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
●町長出張座談会を開催 ほか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
●ひと・まち・ふれあい企画：楽しい手作り教室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
●明和町行政チャンネル番組表 ほか ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
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まちの話題
広報めいわ平成31年

（2019年）２月号

平
成
30
年
度
明
和
町
成
人
式

　

１
月
13
日
、
明
和
町
中
央
公
民

館
で
平
成
30
年
度
明
和
町
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
は
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
１
８
１
人
が
出
席
。
式
で
は
、

町
長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

新
成
人
代
表
の
宇
田
圭
吾
さ
ん
が

新
成
人
の
言
葉
を
述
べ
、「
成
人

式
を
一
つ
の
節
目
と
と
ら
え
、
両

親
、
先
生
、
仲
間
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
責
任

と
自
覚
を
持
っ
て
夢
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
中
学
校
恩
師
を

招
い
て
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
記

念
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
久
し
ぶ
り

に
会
う
同
級
生
と
の
再
会
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

中央公民館で行われた成人式

新成人の言葉を述べる宇田圭吾さん
　

１
月
１
日
、
大
淀
ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
プ
場
前
の
海
岸
で
、
元
日

の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
「
初
日
の

出
を
迎
え
る
会
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
や
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
念
し
よ
う
と
、
明
和
町
観
光
協

会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
会

場
に
は
、
初
日
を
見
よ
う
と
約

３
０
０
０
人
の
親
子
連
れ
な
ど
が

訪
れ
て
お
り
、
正
月
飾
り
に
彩
ら

新
春
の
空
に
初
日
昇
る

　

 

【
明
和
町
観
光
協
会
の
初
日
の
出
を
迎
え
る
会
】

れ
た
会
場
は
大
変
な
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

業
平
夢
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
の
演

奏
や
、
温
か
い
豚
汁
や
ぜ
ん
ざ
い

も
ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
岸
で
は
ど
ん
ど
火
が

焚
か
れ
、
暖
を
と
り
な
が
ら
初
日

を
待
つ
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
午
前
７
時

頃
に
明
る
さ
を
増
し
、
初
日
が
昇

る
と
、参
加
者
ら
は
し
ば
し
の
間
、

美
し
い
初
日
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　ご当地ナンバープレート「伊勢志摩」の図柄デザインが地域
の皆様のご意見を踏まえ、選定作業部会、インターネット人気
投票、選定委員会の審査を経て決定いたしました。導入予定時
期は2020年を予定しております。決定しました作品は下記の
とおりです。

【作品名】吹き行く魅力
【制作者氏名】丸山　晴美様　静岡県伊東市在住
【作品説明】　
　心温まる有数の観光施設や人の交流を赤い風で表し、恵み
豊かな海に囲まれ潮風が満ちている様子を青い風で表現。赤
と青の風が伊勢神宮の鳥居をくぐり志摩半島に多くのパワー
や魅力が吹き渡る所をイメージしてみました。
【制作者コメント】
　ご当地ナンバープレートに選んで頂き有難うございます。
 受賞のお知らせにはビックリと喜びでいっぱいでしたが、
移動出来る広告として伊勢志摩の魅力を全国に届きますよう
地域の皆様の新たな顔になれたら嬉しいです。
　優秀作品賞（5名）を含めた 6名の制作者の方を対象に、
平成 30年 12月 18日に表彰式を行いました。

伊勢志摩ナンバープレートの
図柄デザインが決定しました！

ご当地ナンバー「伊勢志摩」について・優秀作品賞の図
柄デザインの詳細は町ホームページよりご覧ください。

2



まちの話題
広報めいわ平成31年

（2019年）２月号

　

恒
例
の
明
和
町
消
防
団
︵
藪
谷

一
雄
団
長
︶出
初
式
が
１
月
６
日
、

明
和
町
中
央
公
民
館
と
役
場
職
員

駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
１
４
０
人
の
消
防
団
員
を
は

じ
め
、
明
和
消
防
署
員
や
町
関
係

者
な
ど
、
総
勢
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
式

典
で
は
、
消
防
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
皆
さ
ん
の
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
続
き
、
役

場
駐
車
場
で
通
常
点
検
︵
人
員
・

姿
勢
・
服
装
の
点
検
︶
や
機
械
器

具
の
点
検
、一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、

団
員
は
防
火
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。︵
敬
称
略
、
順
不
同
︶

明
和
町
消
防
団
の
出
初
式

　
 

【
式
典
・
功
績
表
彰
、機
械
器
具
点
検
や
一
斉
放
水
】

■
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
＝
第
２
分
団
副
分
団
長　

服
部
信
幸

精
勤
章
＝
中
西
清
二

表
彰
徽
章
＝
山
本
幸
司
、
西
川
直

孝
、
小
林
教
人
、
織
田
賢
彦
、
小

林
篤
史
、
西
口
峰
尚
、
辻
元
貴
、

西
村
泰
樹
、
増
田
真
也

■
三
重
県
消
防
協
会
松
阪
支
会
長

表
彰

功
績
章
＝
中
川
英
之
、
中
山
勝
弘

表
彰
徽
章
＝
大
東
敬
、森
浩
太
郎
、

浅
沼
秀
陽
、
奥
山
尚
希
、
兒
島
正

人
、
小
木
曽
崇
寿
、
長
岡
大
輔
、

伊
藤
啓
真
、
井
上
拓
哉
、
馬
場
崇
、

島
田
久
男
、
森
諒
平
、
大
角
崇
貴
、

山
中
剛
、
西
村
元
樹
、
松
田
理
、

北
出
一
紀
、
吉
田
洋
子
、
山
路
由

香■
明
和
町
長
表
彰

勤
続
章
＝
上
田
元
教
、渡
邊
竜
一
、

西
尾
博
登
、
柘
植
久
司
、
山
口
法

寛
、
山
邉
智
章
、
森
井
匡
樹
、
小

林
佑
輔
、
橋
爪
秀
幸
、
本
多
千
承
、

濱
口
諒
、
北
村
渉
、
東
村
直
樹
、

牧
戸
隆
、
西
川
達
雄
、
畑
昌
幸
、

成
瀬
祐
司

機
械
器
具
愛
護
表
彰
＝
第
１
分
団

第
１
部
、
第
２
分
団
第
８
部
、
第

３
分
団
第
５
部
、
第
４
分
団
第
２

部
、
第
５
分
団
第
２
部

業
平
夢
太
鼓

　

三
重
県
福
祉
関
係
功
労
表
彰
を
受
賞

　

12
月
18
日
、
平
成
30
年
度
三
重

県
福
祉
関
係
功
労
表
彰
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
功
労
部
門
で
知
事
表
彰
を

受
賞
し
た
業
平
夢
太
鼓
の
代
表
濱

口
幸
さ
ん
が
町
長
を
訪
問
し
、
受

賞
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

業
平
夢
太
鼓
は
、
平
成
13
年
か

ら
長
き
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
へ

和
太
鼓
の
演
奏
指
導
を
行
っ
て
お

り
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
福
祉

施
設
等
で
の
演
奏
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
が
青

少
年
の
健
全
育
成
、
高
齢
者
と
の

交
流
、
障
が
い
者
理
解
の
推
進
な

ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た

と
い
う
功
績
か
ら
表
彰
さ
れ
た
も

の
で
す
。

第
41
回

北
野
た
こ
あ
げ
ま
つ
り

　

１
月
13
日
、
明
和
消
防
署
南

側
で
北
野
凧
の
会
主
催
の
「
第

41
回
新
春
北
野
た
こ
あ
げ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
親
子
な
ど
約

１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
快
晴
の
青
空
の
元
、

多
く
の
人
が
持
参
し
た
大
小
の
凧

を
あ
げ
よ
う
と
懸
命
に
糸
を
引
っ

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、北
野
凧
の
会
の「
北

野
汁
」
の
振
る
舞
い
や
業
平
夢
太

鼓
の
演
奏
な
ど
の
催
し
も
行
わ

れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
新
春
の

一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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　三重県明和町は、古代から中世に天皇の代わりに伊勢神宮に仕えた皇女「斎王」の住んだ都「斎宮」があった町であり、
町内には井戸が多く残っている地下水の豊富な町で、現在、地元の水を使った産学官連携日本酒づくりに取り組むなど地域
資源の活用を進めています。
　町制施行 60周年を迎える記念の本年度に、この明和町で「水」の持つ可能性、そして「斎宮跡」や地域資源を活用した
取り組みに関するシンポジウムを一般財団法人国土計画協会と共同で開催します。
◆日　時　　２月16日（土）　午後２時～４時30分
◆場　所　　いつきのみや地域交流センター　　　　　
◆主　催　　三重県明和町　（一財）国土計画協会
◆参加料　　無料（2月７日（木）までに町防災企画課へ、メール（kouchou@town.mie-meiwa.lg.jp）、電話または FAX（52・
　　　　　　7133）でご参加いただく方のお名前をご連絡下さい）
◆募集定員　100人（定員になり次第締め切らせていただきます）
◆基調講演　演題「水から考える地域資源活用とCSR」　講師 三菱ケミカル株式会社　吉田将来
◆取組報告　「史跡斎宮跡と、日本遺産の取り組み」　明和町斎宮跡・文化観光課長　中野敦夫
◆パネルディスカッション「「水」から地域資源活用を考える」
　　　パネリスト　坂本竜彦（三重大学大学院生物資源学研究科教授）　近藤玲介（皇學館大学教育開発センター准教授）
　　　　　　　　　千田良仁（皇學館大学教育開発センター准教授）　　吉田将来（三菱ケミカル株式会社）
　　　　　　　　　明石典男（三重県立斎宮歴史博物館長）　　　　　　松田丈輔（一般社団法人 神都の祈り代表理事）　　
　　　　　　　　　中野敦夫（明和町斎宮跡・文化観光課長）　　　　　堀　　真（明和町上下水道課長）
　　　コーディネーター　板井正斉（皇學館大学教育開発センター准教授）
※お問い合わせは、防災企画課（☎ 52・7112）まで。

第31回「国づくりシンポジウム」開催のお知らせ
～「水」から地域資源活用を考えるシンポジウム～

明和町制施行
60周年

特集：町制施行60周年
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号

■日　　時　3月9日（土）　開場／午後 1時　開演／午後 1時 30分　終演／午後３時 30分（予定）
■場　　所　明和町中央公民館
■主　　催　NHK津放送局　明和町
■出　　演　【唄】藤堂 輝明、加賀山 昭、菊地 恵子、佐々木 理恵、中村 優美、 水野 詩都子
　　　　　　【三味線】二代目　藤本 琇丈、藤本 秀禎　　【尺八・笛】米谷 和修
　　　　　　【鳴　物】美波 駒和美、美波 駒旵美 　　　　【はやし詞】新津 幸子、新津 美恵子
■司　　会　橋爪　秀範（NHK津放送局アナウンサー）
■観覧申込　入場無料です。郵便往復はがき（私製はがきを除く）でお申し込みください。
　　　　　　【往信表面】〒 514－8531　NHK津放送局「民謡をたずねて」係
　　　　　　【往信裏面】①郵便番号　②住所　③氏名　④電話番号
　　　　　　【返信表面】①郵便番号　②住所　③氏名
　　　　　　【返信裏面】何も書かないでください。（抽選結果を印刷してご返送します）
　　　　　　※郵便往復はがき以外での応募や、記入もれのあるはがきは抽選の対象外となりますのでご注意ください。
　　　　　　※応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券（１枚で２人入場可）をお送りします。
　　　　　　※未就学児の入場はお断りさせていただきます。
　　　　　　※インターネットオークション等での転売を目的としたお申し込みは固くお断りいたします。転売を目的としたお申込である
　　　　　　　と判明した場合は、抽選対象外となります。
■締め切り　2月8日（金）（必着）
■問い合わせ　NHK津放送局　☎ 059・229・3000（平日 午前９時 30分～午後６時）
　　　　　　　　　　　　　  ホームページ　http://www.nhk.or.jp/tsu/
　　　　　　明和町防災企画課　☎ 0596・52・7112（平日 午前８時 30分～午後５時 15分）

公開録音の実施について
　明和町とNHK津放送局では、明和町制施行 60周年を記念して「民謡をたずねて」の公開録音を実施します。この番
組は、日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ全国各地の民謡の魅力をたっぷりとご紹介する番組です。
　観覧をご希望の方は次の要領でお申し込みください。

※ご応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果のご連絡のほか、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

明和町制施行
60周年
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平
成
30
年 

第
４
回
明
和
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
13
案
件
を
審
議
・
可
決

平
成
30
年
第
４
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月
20
日
か
ら
25
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
を
は
じ
め
、
特
別
・
水
道
事
業
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審

議
し
、
13
案
件
（
議
案
11
件
、
発
議
１
件
、
同
意
１
件
）
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
２
２
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額

を
１
０
５
億
７
２
０
万
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
補
正
予
算
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
議
会
費
＝
給
料
な
ど
45
千
円
の

減
額

■
総
務
費
＝
職
員
手
当
な
ど
１
５

７
５
万
１
千
円
を
増
額

■
民
生
費
＝
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
繰
出
金
な
ど
３
６
７
５
万

７
千
円
を
増
額

■
衛
生
費
＝
備
品
等
修
繕
料
な
ど

５
４
６
万
１
千
円
を
増
額

■
農
林
水
産
業
費
＝
被
災
農
業
者

向
け
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助

な
ど
１
６
９
４
万
８
千
円
を
増
額

■
商
工
費
＝
給
料
な
ど
36
万
５
千

円
の
増
額

■
土
木
費
＝
公
共
下
水
道
事
業
特

 

一
般
会
計
の
補
正

別
会
計
繰
出
金
な
ど
２
２
４
万
７

千
円
の
減
額

■
消
防
費
＝
防
火
水
槽
撤
去
工
事　

１
１
０
万
円
の
増
額

■
教
育
費
＝
一
般
文
化
財
発
掘
調

査
受
託
事
業
な
ど
８
１
１
万
円
を

増
額

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
︵
歳
入
︶
は
、
国
庫
支
出

金
31
万
６
千
円
、
県
支
出
金
１
４

３
２
万
６
千
円
、
繰
入
金
１
９
５

９
万
２
千
円
、
繰
越
金
３
７
７
３

万
８
千
円
、
諸
収
入
８
２
２
万
8

千
円
、
町
債
２
０
０
万
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
歳
出
、
水
道
事
業
会
計
支
出
の

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

 

特
別
・
事
業
会
計
の
補
正

く ら し
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

　

土
地
購
入
費
な
ど
97
万
４
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
5
億
６
３
３

７
万
２
千
円
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

過
年
度
国
県
等
支
出
金
返
還
金

２
５
２
８
万
９
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
27
億
３
１
１
７
万
４
千
円
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

下
御
糸
北
処
理
区
施
設
修
繕
料

な
ど
１
２
８
万
９
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
２
億
１
９
６
３
万
２

千
円
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

施
設
建
設
工
事
な
ど
２
５
２
万

９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
６
億

６
４
６
７
万
１
千
円
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
な
ど
５
８
２
５
万
１
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
24
億
３
６
３
８

万
円
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

療
養
給
付
費
負
担
金
な
ど
１
５

５
５
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
５

億
１
６
０
５
万
円
。

■
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
支
出
の
営
業
費
用
を

３
０
４
万
４
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
４
億
３
７
２
４
万
４
千
円
。

　

資
本
的
支
出
の
建
設
改
良
費
を

１
６
１
０
万
２
千
円
増
額
し
、
総

額
を
２
億
７
４
５
０
万
２
千
円
。

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り
を
開
催

　
－

本
年
度
の
開
催
を
区
切
り
に
終
了－

　

第
20
回
斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り

︵
実
行
委
員
会
会
長 

奥
浦
敏
夫
︶

が
昨
年
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、

約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
平
成
12
年
３
月

に
第
１
回
開
催
か
ら
、
ふ
る
さ
と

の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
る

と
と
も
に
地
域
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
を
区
切
り
と
し
て

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
で
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
協
力
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
い
た
だ
い
た
協

賛
金
の
一
部
を
次
の
施
設
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
明
星
会
館　

10
万
円
、
ス
チ
ー　

【
同
意
】

■
明
和
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

【
議
案
】

■
明
和
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

 

そ
の
ほ
か
の
議
案
等

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
事
業
所
設
置
奨
励
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

ル
小
屋
、
テ
ン
ト
他
一
式

▽
明
星
小
学
校　

７
万
円　

▽
修
正
小
学
校　

３
万
円

▽
町
社
会
福
祉
協
議
会　

３
万
７

　

千
３
８
１
円
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所得税確定申告

町・県民税
申告相談

平
成
30
年
分 

所
得
税
と
町
・
県
民
税︵
住
民
税
︶の
申
告

　
　
　

   

申
告
受
付
期
間
は
２
月
18
日
～
３
月
15
日︵
土
日
は
除
く
︶

松
阪
税
務
署（
☎
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
）　

明
和
町
税
務
課（
☎
52
・
７
１
１
３
）

松
阪
税
務
署
と
明
和
町
で
は
、２
月
18
日（
月
）〜
３
月
15
日（
金
）（
土・

日
曜
日
を
除
く
）
の
間
に
、
所
得
税
と
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の

申
告
相
談
・
申
告
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
申
告
期
限

の
間
際
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

■
申
告
会
場
・
内
容
等

①
松
阪
商
工
会
議
所
１
階
大
ホ
ー

ル
（
相
談
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
受
付
は
４
時
ま
で
）
ま

で
で
土
・
日
曜
日
は
除
く
。）
確

定
申
告
受
け
付
け
の
主
会
場
で
、

全
項
目
の
申
告
・
相
談
が
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
が

対
象
で
す
の
で
、
町・県
民
税
︵
住

民
税
︶
申
告
の
相
談
と
提
出
は
、

町
役
場
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
︵
株
式
等
の
資
産
譲
渡

も
含
む
︶、
営
業
所
得
・
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
に
関
す
る
申
告

に
つ
い
て
は
、
主
会
場
で
取
り
扱

い
ま
す
。

②
町
役
場
研
修
室
（
受
付
時
間
＝

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
・
午
後
０

時
30
分
〜
午
後
４
時
。
相
談
時
間

 

所
得
税
確
定
申
告
の

 

相
談
・
内
容
等

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
で

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
な
お
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
間
は
職
員

の
対
応
・
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
）

簡
易
な
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

譲
渡
・
山
林
所
得
・
贈
与
税
に

関
す
る
相
談
は
、
当
会
場
で
は
行

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
営
業
所
得
・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告

︵
譲
渡
所
得
を
除
く
︶
に
つ
い
て

は
、２
月
18
日︵
月
︶と
19
日︵
火
︶

の
２
日
間
に
限
り
対
応
し
ま
す
。

　

申
告
書
と
印
鑑
の
ほ
か
に
、
次

の
も
の
が
必
要
で
す
。

■
申
告
者
全
員

　

個
人
番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」︵
写

真
な
し
︶、
お
よ
び
運
転
免
許
証

も
し
く
は
健
康
保
険
証
な
ど
。
個

 

申
告
に
持
参
す
る
も
の

人
番
号
カ
ー
ド
︵
写
真
付
︶
を
お

持
ち
の
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
み
で
結
構
で
す
。

　

家
族
が
代
理
で
申
告
書
を
提
出

す
る
場
合
は
、
そ
の
申
告
者
名
義

の
個
人
番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」
や

運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
代
理
人
が
申
告
に
み
え

る
場
合
は
、
申
告
者
名
義
の
通
知

カ
ー
ド
、
免
許
証
や
保
険
証
の
写

し
の
ほ
か
、
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
と
し
て
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
も
必
要
で
す
。

　

申
告
会
場
内
に
コ
ピ
ー
機
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
来
場
前
に
コ

ピ
ー
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者

源
泉
徴
収
票

■
事
業
を
し
て
い
る
人　

収
支
内

訳
書
、
収
入
金
額
お
よ
び
必
要
経

費
が
わ
か
る
も
の
︵
事
前
に
収
入

金
額
や
必
要
経
費
等
の
集
計
を
お

願
い
し
ま
す
︶

■
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人　

平
成
30
年
中
に
支
払
っ
た

医
療
費
控
除
の
証
明
書
︵
明
細
書

は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
︶。
な
お
、
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書

と
申
告
さ
れ
る
人
が
一
定
の
取
り

組
み
︵
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、

が
ん
検
診
な
ど
︶
を
行
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
。

■
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人　

国
民
年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た

「
控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収
書
。

そ
の
他
の
社
会
保
険
料
は
、
支
払

金
額
が
確
認
で
き
る
も
の

■
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震

保
険
料
控
除
証
明
書
︵
平
成
18
年

12
月
31
日
ま
で
に
契
約
の
長
期
損

害
保
険
分
含
む
︶

■
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人　

配
偶
者
の
所
得
金
額

が
分
か
る
も
の

■
寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人　

控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付

金
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
︵
内
容
に
よ
っ

て
は
①
～
③
以
外
の
添
付
書
類
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
︶

①
住
民
票
の
写
し

②
住
宅
の
登
記
簿
謄
本
お
よ
び
売

買
契
約
書
の
写
し
︵
土
地
も
購
入

さ
れ
た
人
は
、
そ
の
分
の
謄
本
な

ど
も
必
要
︶

③
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

■
所
得
税
の
還
付
申
告
を
し
よ
う

と
す
る
人　

本
人
の
還
付
金
の
振

込
先
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

※ 

所
得
税
確
定
申
告
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
松
阪
税
務
署
（
☎

０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、
自

動
音
声
案
内
後
「
０
」
を
選
択
）

ま
た
は
明
和
町
税
務
課
（
☎
52
・

７
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

町
・
県
民
税
︵
住
民
税
︶
の
申

告
は
平
成
31
年
度
の
町
・
県
民
税

額
を
正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
資
料
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑴
平
成
30
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
書
を
提
出
し
た
人

⑵
平
成
30
年
中
の
所
得
が
給
与
所

得
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

所
得
で
、「
給
与
支
払
報
告
書
」

ま
た
は
「
公
的
年
金
等
支
払
報
告

書
」
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

 

町
・
県
民
税
（
住
民
税
）

 

申
告
の
相
談
・
受
け
付
け

く ら し
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号
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給
与
所
得
者
及
び
年
金
受
給
者

※
譲
渡
所
得
︵
土
地
、
建
物
お
よ

び
株
式
等
を
売
ら
れ
た
人
︶
の
申

告
を
す
る
人
、
山
林
所
得
の
申
告

を
す
る
人
、
贈
与
税
の
申
告
を
す

る
人
、
税
務
署
へ
の
来
署
案
内
文

書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
、
初
め

て
消
費
税
の
申
告
を
す
る
場
合
で

申
告
書
の
作
成
に
長
時
間
を
要
す

る
人
、
青
色
申
告
特
別
控
除
65
万

円
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
決

算
書
の
作
成
に
長
時
間
を
要
す
る

人
は
、
い
ず
れ
も
税
務
署
等
の
確

定
申
告
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
18
日
︵
月
︶
と
19

日
︵
火
︶
の
２
日
間
、
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
︵
正
午
～
午
後

１
時
ま
で
を
除
く
︶

■
場
所　

町
役
場
研
修
室

■
担
当　

東
海
税
理
士
会
松
阪
支

部
所
属
税
理
士

※
会
場
で
は
、
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
︵
電

子
申
告
︶
も
利
用
で
き
ま
す
。
電

子
申
告
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人

番
号
カ
ー
ド
︵
電
子
証
明
付
き
︶

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す

で
に
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
さ

れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
番
号
の
分

か
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
︵
☎

０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、
自

動
音
声
案
内
後
「
０
」
を
選
択
︶

※
た
だ
し
、
①
～
③
の
人
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

①
１
年
間
の
給
与
の
収
入
金
額
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る

人
②
１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
て
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
︵
例

え
ば
、
農
業
や
不
動
産
の
貸
付

に
よ
る
所
得
や
公
的
年
金
の
所

得
な
ど
︶
の
合
算
額
が
20
万
円

を
超
え
て
い
る
人

③
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
支
払
い

を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整
を

し
な
か
っ
た
人
の
給
与
の
収
入

金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
と
の
合
計
額

が
20
万
円
を
超
え
て
い
る
人

　

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、

な
ど
を
受
け
よ
う
と
し
た
り
、
マ

イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

取
得
し
た
人
、
地
震
や
火
災
・
風

水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、
住

宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た

人
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就

職
を
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。町
・

県
民
税
︵
住
民
税
︶
の
申
告
相
談

は
、
所
得
税
確
定
申
告
の
町
役
場

研
修
室
会
場
の
ほ
か
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　

本
年
も
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

案
内
と
申
告
書
な
ど
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
指
定
の
日
時
・
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
各
地
区
訪
問
日
程

相談日 対象地区 場　所
２月27日（水） 斎　宮 いつき会館

　　28 日（木） 明　星
（有爾中周辺）

有爾中区　第１公民館
（旧 さくら会館）

３月  １日（金） 明　星 明星会館
　　  ５日（火） 上御糸 ふれあい会館
　　  ６日（水） 大　淀 大淀会館
　　  ７日（木） 下御糸 みいと会館

※
こ
の
日
程
中
、
対
象
地
区
以
外

の
地
区
は
役
場
研
修
室

※
い
ず
れ
の
場
所
も
、
受
付
時
間

は
①
午
前
８
時
30
分
～
11
時
、

②
午
後
０
時
30
分
～
午
後
４

時
、
相
談
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
５
時
で
す
。
た
だ
し
、
正

午
～
午
後
１
時
は
職
員
の
対
応

と
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

公
的
年
金
等
を

 

受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

　

所
得
が
公
的
年
金
等
だ
け
︵
年

金
以
外
の
所
得
が
な
い
︶
で
、
公

的
年
金
等
の
収
入
額
が
４
０
０
万

円
以
下
の
場
合
は
、
確
定
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
「
実
際
に
は
扶
養
し
て

い
る
が
、
源
泉
徴
収
票
に
扶
養
家

族
の
人
数
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
」
場
合
は
、
町
・
県
民
税
︵
住

民
税
︶
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
・
県
民
税
や
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
が

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
町
・
県
民
税
︵
住
民
税
︶
申
告

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明
和
町
税

務
課
︵
☎
52
・
７
１
１
３
︶
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
税
理
士
に
よ
る

 

無
料
税
務
相
談
所
を
開
設

■
対
象
者　

①
前
年
分
の
所
得
金

額
︵
青
色
申
告
特
別
控
除
前
又
は

事
業
専
従
者
控
除
前
︶
が
３
０
０

万
円
以
下
の
人
、
②
消
費
税
課
税

事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
基
準

期
間
︵
平
成
28
年
分
︶
の
課
税
売

上
高
が
３
０
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
前
記
①
に
該
当
す
る
人
、
③

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
な
ど
の
納
付
期
限
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
納
付
書
に

よ
っ
て
最
寄
り
の
金
融
機
関
窓
口

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
所
得
税　

３
月
15
日︵
金
︶

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）　

４
月
１
日
︵
月
︶

※
納
税
は
、
安
心
で
便
利
な
振
替

納
税
を
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
提
出
後
に
、
税
務
署

か
ら
納
付
書
の
送
付
や
納
税
通
知

な
ど
に
よ
る
お
知
ら
せ
は
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
、
振

替
納
税
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
松
阪
税
務
署
管
理
運
営
部
門

︵
☎
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、

自
動
音
声
案
内
後
「
２
」
を
選
択
︶

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

所
得
税
な
ど
の
納
付
期
限

く ら し
広報めいわ平成31年
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Ｍ
Ｒ
・
Ｄ
Ｔ
予
防
接
種

　

Ｍ
Ｒ
︵
麻
し
ん
・
風
し
ん
︶
第

２
期
予
防
接
種
の
接
種
終
了
時
期

が
近
付
い
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｔ
二
種

混
合
︵
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
︶

第
２
期
予
防
接
種
も
お
早
目
に
接

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
と
は

　

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
、
伝
染
力

が
極
め
て
強
く
、
万
一
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
肺
炎
、
急
性
脳

炎
、
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
︵
約

10
年
く
ら
い
た
っ
て
発
症
す
る
脳

炎
︶
等
の
合
併
症
を
併
発
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　

風
し
ん
で
は
、
妊
婦
が
妊
娠
初

期
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
と
い
っ
て
、
多
発

奇
形
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

※
１
歳
頃
に
接
種
し
た
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
の
２
回
目
で
す
。
第
２
期
を

受
け
る
こ
と
で
病
気
に
対
す
る
免

疫
力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｔ
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
と
は

　

ジ
フ
テ
リ
ア
菌
は
飛
沫
感
染
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。
主
に
、
の
ど

や
鼻
等
の
粘
膜
が
お
か
さ
れ
、
呼

吸
器
系
の
症
状
が
出
ま
す
。
現
在

の
日
本
で
は
流
行
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
で
の
流
行

例
が
あ
り
、
接
種
率
の
低
下
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

破
傷
風
は
土
の
中
に
潜
む
破
傷

風
菌
か
ら
感
染
し
ま
す
。
日
本
中

ど
こ
に
で
も
菌
が
い
る
た
め
、
感

染
の
可
能
性
は
常
に
あ
り
ま
す
。

自
分
で
は
気
付
か
な
い
程
度
の
小

さ
な
傷
か
ら
感
染
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
感
染
す
る
と
、
口
が
開

き
に
く
く
な
り
、
硬
直
や
痙
攣
な

ど
の
激
し
い
全
身
症
状
が
現
れ
、

死
亡
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
致

死
率
が
高
く
、治
療
が
困
難
で
す
。

母
体
か
ら
の
免
疫
が
期
待
で
き
な

い
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
で
し
か
予
防

で
き
ま
せ
ん
。

※
乳
幼
児
期
の
基
礎
免
疫
︵
三
種

混
合
第
１
期
も
し
く
は
二
種
混
合

第
１
期
︶
完
了
後
の
追
加
接
種
で

す
。

※
母
子
健
康
手
帳
で
接
種
状
況
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所　

予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
る
医
療
機
関︵
三
重
県
内
︶

※
接
種
を
希
望
す
る
方
は
予
診
票

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
診

票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
健
康
あ

ゆ
み
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

健
康
あ
ゆ
み

課
︵
☎
52
・
７
１
１
５
︶

ワクチン名 接種回数 対象者

MR
（麻しん・風しん）

第２期
１回

5歳以上 7歳未満の者で次年度に
小学校へ入学する児（年長児）
※H31年 3月 31日までに受けて
ください

DT二種混合
（ジフテリア・破傷風）

第２期
１回

11歳以上 13歳未満
※小学 6年生に対して予診票を配
布してあります

　下記の対象年齢の方は３月 31日までに、早めに接種をお願いします。
【平成 30年度の定期接種対象者】　
　過去に成人用肺炎球菌ワクチン（23価）を接種したことがなく、下記の対象年齢に該当する人

　接種時点で満 60歳以上 65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器のいずれかの機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限され
る程度の障がいを有する人、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有
する人も接種できます。
【接種料金】3,000 円（※生活保護の方は無料となります）
【接種場所】高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種実施医療機関（三重県内）
【その他】任意で接種される人には、肺炎球菌ワクチン予防接種費用助成金（3,000 円の助成）があります。
任意接種の助成は今年度で終了しますので、申請は平成 31年 4月 10日（水）までにお願いします。
※任意接種の助成制度のご利用は、定期接種の機会に接種していない方、過去に任意接種の助成を受けられて
いない方に限ります。
【問い合わせ】詳しくは、健康あゆみ課（☎ 52・7115）まで

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種はお済みですか？

対象年齢 生年月日 対象年齢 生年月日
65 歳 昭和28年4月2日生～昭和29年4月1日生 85歳 昭和8年4月2日生～昭和9年4月1日生
70歳 昭和23年4月2日生～昭和24年4月1日生 90歳 昭和3年4月2日生～昭和4年4月1日生
75歳 昭和18年4月2日生～昭和19年4月1日生 95歳 大正12年4月2日生～大正13年4月1日生
80歳 昭和13年4月2日生～昭和14年4月1日生 100歳 大正7年4月2日生～大正8年4月1日生

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年
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■
日
時　

２
月
22
日
︵
金
︶

　

午
後
３
時

■
場
所　

明
和
町
中
央
公
民
館

　

２
階
中
会
議
室

■
演
題　

児
童
虐
待
防
止
の
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

～
虐
待
事
件
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
～

■
講
師　

立
命
館
大
学
産
業
社
会

学
部
教
授　

野
田
正
人
さ
ん

■
参
加
対
象　

民
生
児
童
委
員
、

保
育
士
、
幼
小
中
教
職
員
、
児
童

虐
待
防
止
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど

【
明
和
町
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　

平
成
30
年
度 

Ｍ
Ｃ
ネ
ッ
ト
研
修
会

　町民の皆さんから多くのご意見をいただき、町政に反映していくため実施してきました「日曜座談会」を「出
張座談会」と名称を変更し、地元にお邪魔する形で引き続き実施します。
　毎月２日程度を予定し、あらかじめ申請いただいた地域にお邪魔して皆さんと町政の様々な分野で意見交換を
行います。
　日程は次とおり予定しています。（行事等により変更となることがあります。変更等は町ホームぺージでお知らせします。）
 ３月の座談会　 ３月 10日（日）午後１時～９時
　　　　　　　　３月 23日（土）午後１時～９時

【お申込みにあたって】
〇座談会は地域へ町長が出向いての開催ですが、会場等は申請される方で確保をお願いします。（役場での開催も可能です）
〇以下に該当する場合は開催をお断りすることがあります。
　① 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を阻害するおそれのあるとき。
　② 政治、宗教又は営利を目的とした催し等を行うおそれのあるとき。
　③ 座談会の趣旨に反する場になるおそれのあるとき。
〇座談会は原則として 2時間以内を予定しています。
〇お申込みは開催日の 14日前までに、申請書を防災企画課（☎ 52・7112）へご提出ください。

町長出張座談会を開催します

　

伊
勢
広
域
環
境
組
合
で
は
、
ご

み
処
理
施
設
の
整
備
方
針
等
を
ま

と
め
た
「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
構
想
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
構
想
︵
案
︶
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　

構
想
︵
案
︶
は
、
意
見
募
集
の

期
間
中
、
役
場
人
権
生
活
環
境
課

な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
構
想（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

■
申
し
込
み　

不
要

︽
主
催
︾

Ｍ
Ｃ
ネ
ッ
ト
︵
明
和
町
子
ど
も
家

庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︶

め
ば
え
ネ
ッ
ト
︵
明
和
町
子
ど
も

発
達
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︶

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
あ
ゆ
み
課

︵
☎
52
・
7
１
１
５
︶

　

任
意
の
様
式
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
︵
金
︶

～
28
日
︵
木
︶
必
着

■
提
出
先　

伊
勢
広
域
環
境
組
合

清
掃
工
場　

事
務
所

■
対
象　

伊
勢
市
、
明
和
町
、
玉

城
町
、
度
会
町
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
な
ど

構
想（
案
）の
住
民
説
明
会

■
日
時　

２
月
12
日
︵
火
︶
午
後

７
時
～

■
場
所　

伊
勢
市
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

み
そ
の

■
お
問
合
せ　

伊
勢
広
域
環
境
組

合　

業
務
課　

整
備
推
進
係

︵
☎ 

37
・
１
２
１
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ
37
・

１
７
４
０　

メ
ー
ルikkj@

iseri
saikuru.jp

︶

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号

座談会の趣旨：町長と町民の直接対話と情報交換を通して、①町政をより身近なものとして感じていただく。　　
　　　　　　　②その声を積極的に町政に取り入れる。③町民の町政に関する理解と関心を深めていただく。
　　　　　　　の３点を通じて、広く開かれた町政を推進するために実施します。
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明
和
町
で
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
︵
学
童
保
育
︶
の
２
０
１
９

年
度
新
入
所
児
童
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間

に
保
護
者
が
不
在
の
児
童
や
入
所

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
児
童
に
、

家
庭
と
地
域
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
年
間
を
通
し
て
「
適
切
な
遊
び

と
生
活
の
場
」
を
提
供
す
る
も
の

で
す
。

　

明
和
町
で
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
町
内
の
小
学
校
に
設
置

し
、
そ
の
事
業
運
営
は
﹃
め
い
ほ

う
育
成
会
・
放
課
後
児
童
き
ら
り

ク
ラ
ブ
﹄
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
内
容
】

◇
募
集
児
童

　

町
内
の
小
学
校
に
在
学
ま
た
は

２
０
１
９
年
度
入
学
予
定
の
児
童

※
町
外
の
小
学
校
に
在
学
ま
た
は

入
学
予
定
の
児
童
も
応
じ
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

１
月
28
日
︵
月
︶
～　

２
月
９

日
︵
土
︶﹇
最
終
日
の
受
付
時
間

は
午
後
３
時
ま
で
﹈

◇
入
所
申
し
込
み

　

２
０
１
９
年
度
入
学
予
定
児
童

に
つ
い
て
、町
内
各
小
学
校
の「
一

日
入
学
」
当
日
に
予
定
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

２
０
１
９
年
度
入
所
児
童
の
募
集

児
童
ク
ラ
ブ
案
内
に
て
配
布
の
入

所
申
込
書
で「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」ま
た
は「
め
い
ほ
う
育
成
会
事

務
局
」へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
９
年
度
２
年
生
以
上
児

童
の
新
入
所
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
備
え
付
け
の
入
所
申

込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
保
育
内
容
等
】

◇
保
育
内
容
と
開
所
時
間

①
通
常
保
育
︙
小
学
校
放
課
後
～

午
後
５
時
30
分

②
終
日
保
育
︵
春
季
・
夏
季
・
秋
季
・

冬
季
の
各
休
日
、
土
曜
日
、
学
校

行
事
振
り
替
え
休
日
等
︶
︙
午
前

７
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

③
延
長
保
育
︙
午
後
５
時
30
分
～

７
時

◇
保
育
料
金

①
通
常
保
育
︙
月
５
０
０
０
円
・

お
や
つ
代
１
０
０
０
円

②
終
日
保
育
︙
別
途
料
金

③
延
長
保
育
︙
月
１
０
０
０
円
も

し
く
は
２
０
０
０
円
︵
保
育
時

間
に
よ
る
︶

※
詳
し
く
は
、
め
い
ほ
う
育
成
会
・

放
課
後
児
童
き
ら
り
ク
ラ
ブ
事
務
局

︵
☎
52
・
５
５
２
４
︶
ま
た
は
、
明
和

町
こ
ど
も
課
︵
☎
52
・
７
１
２
３
︶

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
︵
上
村
１
４
１

９
番
地
︶
は
、｢

健
全
な
遊
び
の

場｣

を
提
供
す
る
児
童
厚
生
施
設

で
す
。
未
就
学
児
か
ら
小
学
生
・

中
学
生
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。︵
未

就
学
児
は
必
ず
保
護
者
同
伴
︶

■
開
館
日
時　

月
曜
～
土
曜
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
︵
た
だ
し
、

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
終
日

休
館
︶

【
プ
ラ
バ
ン
を
つ
く
ろ
う
】

　

プ
ラ
バ
ン
︵
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

板
を
使
っ
た
工
作
︶
で
ス
テ
キ
な

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

２
月
16
日
︵
土
︶　

午

後
２
時
～
３
時

■
対
象
者　
明
和
町
在
住
の
小
学
生

■
定
員　

15
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
期
間

　

２
月
５
日
︵
火
︶
～
15
日
︵
金
︶

※
教
室
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
・

参
加
申
し
込
み
は
、
児
童
セ
ン

タ
ー
︵
☎
52
・
２
５
１
９
︶
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

明
和
町
立
児
童
セ
ン
タ
ー

　

各
種
行
事
の

　
　
　

参
加
者
を
募
集

　
お
気
軽
に
ご
参
加
を

　
　
　
　（
子
ど
も
た
ち
対
象
）

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号

男女がともに輝き、いきいきと暮らせる社会
「町長と語る会」の参加者募集

【男女（みんな）の連絡会】
　明和町男女（みんな）の連絡会は、町内のボランティア団体で組織し、毎月の定例会をはじめ、男女共
同参画等に関する勉強会やイベントの企画を行っています。
　今回、毎年恒例となっている「町長と語る会」の参加者を広く募集します。当日は世古口町長をお招きし、
町民の皆さんが直接話し合える機会として開催します。ぜひお気軽にご参加ください。
■日　　時　２月 19日（火）午後１時 30分～３時 30分
■場　　所　町人権センター　多目的室
■テ ー マ 　町政全般ついて
■募集定員　30名（先着順）
■募集対象　町内に在住または在勤の人
■申込期間　２月６日（水）～ 12日（火）の土・日・祝日を除く、
　　　　　　午前９時～午後５時
■申 込 先 　直接電話またはファックスで町人権センターへ申し込んでください。
※詳しくは、町人権センター（☎55・3052/FAX共通）へお問い合わせください。
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未就園児と保護者の皆さんご利用ください
【子育て支援センター　行事予定】

　子育て支援センターは、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参加いただき、
各種行事などを通じて一緒にお話したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換ができる場で、
各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

いちごくらぶ
◎ヨガでリフレッシュ！
■日時　２月４日（月）午前10時～11時
■定員　10組
※申込必要
◎うたあそびを楽しもう♪
■日時　２月６日（水）午前10時～11時
■場所　15組
※申込必要
◎おはなし会
■日時　２月14日（木）午前10時30分～11時
※申込不要
◎寄せ植えをしよう♪
■日時　２月19日（火）午前10時～11時
■定員　15組
■材料代　500円
※申込必要
◎おひなさまを作りましょう
■日時　２月21日（木）午前10時～11時
　　　　２月22日（金）午前10時～11時
■定員　各10組
※申込必要
◎子育てアドバイザーとおしゃべり会
■日時　２月26日（火）午前10時～正午
※申込必要
【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎080・4155・0291
　　 http://www.toyotsujidou.com/meiwa/

こあら

なりひら保育所
◎親子ふれあいヨガ（ひよこコース、0・1歳児向け）
■日時　３月５日（火）午前10時30分～
■定員　15組程度
※申込必要
※申込期間　２月20日（水）～３月４日（月）
なりひら保育所園庭開放しています！
☎55・3210

月～金（午前９時～午後２時）

月～金（午前９時～正午、午後１時～３時）

月～金（午前９時～午後４時）

おひさまひろば
◎親子ふれあいヨガ（うさぎコース・２歳児向け）
■日時　２月13日（水）午前10時～
※申込不要
◎おひさまひろばの開館日（３月前半まで）
２月５日（火）、６日（水）、７日（木）、８日（金）、
13日（水）、15日（金）、19日（火）、25日（月）、
27日（水）、28日（木）、３月１日（金）、４日（月）、
５日（火）、６日（水）、８日（金）、13日（水）、15日（金）
【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎52・7123（役場こども課）

不定期（午前９時～正午、午後１時～３時）

◎アレンジメントフラワー
■日時　２月７日（木）午前10時～10時45分
■定員　10人程度
■材料費　500円
※申込必要
※１月22日（火）～２月５日（火）
◎リトミック
■日時　２月21日（木）午前10時～10時30分
■定員　15組程度
※２・３歳の親子
※申込必要
※申込期間　２月１日（金）～２月18日（月）
◎保健・栄養相談
■日時　３月１日（金）午前９時30分～10時30分
■持ち物　母子健康手帳
■定員　15組程度
※申込必要
◎お楽しみ会
■日時　３月１日（金）午前10時30分～11時
※申込不要
【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎53・0550

児童センター
☎52・2519

月～土（午前９時～午後５時）

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号

★閉園のつどいのお知らせ★
旭ヶ丘幼稚園
■日時　３月10日(日)午前８時30分～12時30分
■場所　旭ヶ丘幼稚園
双葉幼稚園
■日時　３月24日(日)午前10時～午後３時
■場所　双葉幼稚園

なりひら保育所
■日時　３月24日(日)午前９時～午後１時
■場所　なりひら保育所
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ひと・まち・
ふれあい企画

町人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

　

微
生
物
の
力
を
使
っ
て
、
土
づ

く
り
か
ら
苗
づ
く
り
ま
で
家
庭
菜

園
の
基
礎
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
日
時　

２
月
26
日
︵
火
︶

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
定
員　

20
人
︵
先
着
順
︶

■
講
師　

い
も
っ
こ
明
和
の
み
な

さ
ん

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
申
込
期
間　

２
月
12
日
︵
火
︶

～
15
日
︵
金
︶

○
家
庭
菜
園
の
マ
メ
知
識
！

　

桃
の
節
句
を
祝
う
ケ
ー
キ
を
作

り
ま
す
。
お
一
人
１
台
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
１
日
︵
金
︶

　

午
前
の
部

　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
の
部

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

■
定
員　

各
12
人
︵
先
着
順
︶

■
講
師　

瀧
川
陽
子
さ
ん

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

厚
手
の
ふ
き
ん
３
枚

■
申
込
期
間　

２
月
19
日
︵
火
︶

～
22
日
︵
金
︶

　

但
し
、
両
方
の
申
し
込
み
が
、

12
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
午
前

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

※
受
講
資
格
は
、
明
和
町
在
住
の

20
歳
以
上
の
人
と
し
、
申
込
期
間

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
町
人
権
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
１
人

○
ひ
な
ま
つ
り
ケ
ー
キ
を

　
つ
く
ろ
う
！

分
の
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

︵
☎
55
・
３
０
５
２
︶
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

　

２
月
22
日
に
ふ
れ
あ
い
映
画
会
を
開
催

　

町
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
れ

あ
い
映
画
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、「
心
あ
た
た
ま

る
」
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
22
日
︵
金
︶　

　

午
前
の
部

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
25
分

　

午
後
の
部

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
25
分

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

映
画
「
陽
光
桜 Y

O
K

O
T

H
E CH

ERRY
 BLO

SSO
M

」

︵
出
演
者　

笹
野
高
史
、
的
場
浩

司
ほ
か
︶
の
上
映

※
上
映
途
中
か
ら
の
入
場
は
お
断

り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
人
権

セ
ン
タ
ー
︵
☎
55
・
３
０
５
２
︶

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
15
日
に「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

【
お
気
軽
に
ご
相
談
を
】

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村

︵
特
別
区
を
含
む
︶
の
区
域
で
人

権
擁
護
活
動
を
行
う
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
た
ち

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権

相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被

害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
悩
み

事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
面
談
ま

た
は
電
話
に
よ
り
ご
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

２
月
15
日
︵
金
︶

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
電
話　

☎
55
・
３
０
５
２
︵
町

人
権
セ
ン
タ
ー
共
通
、
通
話
料
金

が
か
か
り
ま
す
︶

■
相
談
員　

町
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

︵
☎
55
・
３
０
５
２
︶
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号
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燃やせるごみの削減、
資源ごみの分別にご協力ください！

　昨年度に引き続き、明和町の家庭から出る燃やせるごみのサンプリング調査を行ったところ次のような内訳に
なりました。

　今年度は、燃やせるごみの中に混入するプラスチック製容器
包装類や紙・布類といった資源ごみの量が昨年度と比較して減
少しました。一方で、生ごみ（草・せん定枝を含む）や食べ残
しについては増加しており、全体の半数以上を占めています。
　生ごみは、重量の７～８割が水分であるといわれており、
水切りをしっかり行い、生ごみ処理機やコンポスト容器など
を利用して堆肥化することで、大幅な減量化が期待できます
ので、より一層生ごみの削減にご協力をお願いします。（燃や
せるごみの量が減れば、処理費用の抑制につながります。）
　また、燃やせるごみの中に未利用のままの食品が見受けら
れます。食品を賞味・消費期限内に利用したり、必要以上に
購入しないことを心掛けることで燃やせるごみの減量化につ
ながります。今後も減量化へのご協力をお願いします。
※生ごみ処理機等を購入の際には、助成制度を設けています。

不燃ごみ
1.1％

プラスチック製
容器包装類・
ペットボトル

19.7％

紙・布類
（資源物のみ）

18.6％ その他
燃やせるごみ
28.6％

生ごみ
（草・せん定枝
を含む）
　 22.1％

平成 29年度 未利用食品・
食べ残し
9.9%

平成 30年度
不燃ごみ
0.9％

プラスチック製
容器包装類・
ペットボトル

13.3％

紙・布類
（資源物のみ）

12.2％

その他
燃やせるごみ
20.9％

生ごみ
（草・せん定枝
を含む）
　36.1％

未利用食品・
食べ残し
16.6%

第37回環境学習会参加者募集
「生ごみ減量と食品ロスへの取り組み　～あなたもできるごみ減量～」
　華やかな宴の後に残るものは、まだ手を付けていない大量の料理！それらを処理する詫びしさ！！日々
の食品残渣の現実と向き合った業務支配人の苦悩と、食品ロス減量への様々な取り組みを聴かせていただ
き、客として生活者として、私たちのできる生ごみ減量を考えてみませんか。

■と　き　３月２日（土）午後１時 30分～３時
■ところ　伊勢リサイクルプラザ（伊勢市西豊浜町 653） 
■講　師　戸田家　取締役執行役員業務支配人 宍倉秀明さん
■問合せ　☎ 0596・38・2800　伊勢リサイクルプラザ
※申込みは不要です

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号

燃やせるごみとして出されていた未利用食品

13



ご利用ください
明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127
　障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生活
支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活
できるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

◎支援等内容のご案内
■利用対象
　身体・知的・精神障がいのある人、その家族・
支援関係者
■支援等の内容
①日常生活全般の相談
②福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請手
続きの支援）
③専門関係機関（病院、ハローワーク、特別支
援学校等）の紹介と連携
④支援のネットワークづくり
⑤交流の場「ここサロン」、障がいの理解啓発学
習会の定期的開催等
■場所　保健福祉センター内
明和町障がい者生活支援センター
■開設日時
月～金曜日（祝日を除く）、午前８時30 分～午後
５時15 分

◎町内の自助グループを紹介します
 ・障がい者の会
　障害者手帳を取得している方ならだれでも入
ることができます。交流を目的としています。
　春にはビンゴゲームとレクリエーション、ボウ
リング大会、いちご狩り、様々な行事を行って
います。見学だけでも大歓迎です、ぜひともお
越しください。
■連絡先　明和町社会福祉協議会
　　　　　☎52・7056　担当：田中

 ・わだち
　障がいのある子どもの保護者の会です。
　就学前の子どもから成人した子どもの保護者
まで幅広い年齢の人が活動しています。
　昨年度は茶話会をはじめ、四日市で行われる
三重県ふれあいレクリエーションへの参加、い
ちご狩りなどを行いました。今年も楽しい行事
を計画しています。
　毎月末の日曜日には、上御糸小学校の体育館
でスポーツサークルを行い、体を動かしていま
す。パラリンピックの種目にもある競技にも
チャレンジしています。ぜひ一度見学に来て下
さい。
　わだちは昨年度発足したばかりの会です。こ
れからも楽しく活動しいていきたいと思ってい
ます。
■連絡先　明和町社会福祉協議会
　　　　　☎ 52・7056　担当：田中

 ・ななかまどの会
　精神に障がいのある人の家族が自主的に集ま
り、気軽に話し合う茶話会で毎月開催されてい
ます。「ななかまど」とは、バラ科の落葉高木で、
花言葉に「私はあなたを見守る」と言う意味が
あります。本人の疾病、日ごろの生活、医療や
福祉サービスのことなどについて、同じ悩みを
持つ家族同士で話し合い、情報交換や交流を深
めることを目的としています。どうぞお気軽に
ご参加ください。
■連絡先　町保健福祉センター
　　　　　☎ 52・7127　担当：真野、太田

◎デイケアへ参加しませんか？
　精神に障がいのある方々を対象にデイケアを
行っています。みんなでおしゃべりやお料理、
スポーツなどを楽しみませんか？
■日時　毎月第1・3水曜日　午前10時～午後2時
■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは明和町障がい者生活支援センター
♬ここ♪（明和町保健福祉センター内、☎ 52・
7127、FAX 52・7128、メール shien@town.
mie-meiwa.lg.jp）へお問い合わせください。

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号
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火災予防啓発

明和町消防団

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

　

明
和
町
消
防
団
で
は
、
火
災
予

防
啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
参
加
の
チ
ー
ム
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
３
日
︵
日
︶
午
前

８
時
30
分
～
正
午
予
定
︵
受
付
＝

午
前
８
時
～
︶

■
場
所　

明
和
町
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格
等　

１
人
以
上
の
町

内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
を
登
録

し
編
成
し
た
チ
ー
ム
︵
監
督
＝
１

人
、
選
手
＝
６
人
以
内
︶、
試
合

は
４
人
制
で
常
時
女
性
が
２
人
以

上
出
場
す
る
こ
と

■
募
集
チ
ー
ム
数　

先
着
順
で
24

チ
ー
ム
ま
で

■
申
し
込
み　

松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
に
備
え
付
け

の
申
込
書
で
、
２
月
１
日
︵
金
︶

午
前
８
時
30
分
か
ら
２
月
22
日

︵
金
︶
午
後
５
時
ま
で
に
申
し
込
み

※
大
会
の
競
技
規
則
は
、
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
制
定
の
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
規
則
を
準
用
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
明
和
消
防
署
︵
☎

52
・
５
６
０
０
︶
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

三河川の水質　　採水日（平成 30年 11月 7日）
河川名 項　目

PH BOD SS DO
祓　川（下御糸橋） 7.2 0.6 3.0 7.6
笹笛川（八木戸橋） 7.7 0.9 6.0 7.5
大堀川（大堀川橋） 6.5 0.8 13.0 7.1

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5 以上
8.5 以下

3.0
以下

25.0
以下

5.0
以上

※PH（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前
後が標準河川水）、BOD（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微
生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚
濁を測る代表的な指標）、SS（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細
な固型物の量）、DO（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量で、汚
濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※BOD・SS・DOの単位 ＝ ｍｇ / ℓ

■ 最大震度別地震回数（平成30年12月1日～31日）
震　度 １ ２ ３ ４ 5弱 5強 6弱 6強 ７ 合計
全　国 100 33 11 2 0 0 0 0 0 146
明和町※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
※役場に設置の計測震度計による。

■ 町内の交通事故発生状況
11月（概数）平成30年1月から11月の累計

前年比
（累計）

人身事故件数 8件 55件 － 6人
負傷者数 9人 68人 － 19人
死者数 0人 1人 0人

■ 町内の治安情勢（平成30年11月１日～30日、概数）
手　口 件数（先月比） 手　口 件数（先月比）

空き巣ねらい ０（－１） オートバイ盗  ０（　０）
忍び込み ０（　０） 自転車盗  １（　０）
部品ねらい ０（　０） その他（※1）  ６（－３）
車上ねらい ０（－１） 合　計  ７（－５）

（※１）「その他」は、上記以外の刑法犯（凶悪犯、知能犯など）

３月１日から３月７日まで平成31年春の全国火災予防運動
全国統一防火標語『忘れてない？  サイフに  スマホに  火の確認』

火災から
尊い生命を

守ろう
　空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節を迎えます。
　町民の皆さまに防火に関する意識や行動力を高めていただくことにより、火災の発生を防ぎ、万一発生し
た場合にも被害を最小限にとどめ、火災から尊い命と貴重な財産を守ることを目的としています。
いのちを守る　７つのポイント
・寝たばこは、絶対にしない。
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・こんろのそばを離れる時は、必ず火を消す。
・火災を早期に発見するために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具、衣類への着火を防ぐため、防炎品を使用する。
・初期消火のために、住宅用消火器を設置する。
・火災が発生した時のために隣近所の協力体制をつくる。

※火災予防条例により、すべての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられています！
　設置済みの「住宅用火災警報器」は、定期的に作動するか点検し、10 年を目安に取り替えましょう。
問い合わせ　消防本部予防課（☎ 0598・25・1412）

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど場

所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
２
月
12
日

︵
火
︶
＝
平
成
29
年
７
月
生
ま
れ　

②
３
月
12
日
︵
火
︶
＝
平
成
29
年

８
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児　

①
２
月
21
日

︵
木
︶
＝
平
成
28
年
７
月
生
ま
れ　

②
３
月
14
日
︵
木
︶
＝
平
成
28
年

８
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
15
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
２
月
26
日

︵
火
︶
＝
平
成
27
年
７
月
生
ま
れ　

②
３
月
26
日
︵
火
︶
＝
平
成
27
年

８
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
眼
耳
ア
ン
ケ
ー
ト
、

検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者　

２
月
５
日︵
火
︶・

３
月
19
日
︵
火
︶
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
】

■
日
・
対
象
児　

２
月
24
日
︵
日
︶

午
前
10
時
～
12
時
＝
妊
娠
中
の

方
、
そ
の
配
偶
者

■
内
容　

妊
娠
中
の
暮
ら
し
方
と

産
後
の
育
児
に
つ
い
て
、
食
生
活

の
話
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
交
流
、

妊
婦
体
験
、
産
後
の
手
続
き
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

２
月
18
日
︵
月
︶

ま
で
に
健
康
あ
ゆ
み
課
︵
☎
52
・

７
１
１
５
︶
へ　

※
先
着
15
人

※
託
児
が
必
要
な
場
合
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
︵
有
料
、
当

日
申
し
込
み
不
可
︶

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
児　

２
月
22
日
︵
金
︶

午
前
10
時
～
11
時
半
＝
離
乳
食
に

つ
い
て
知
り
た
い
方

■
内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具

■
申
し
込
み　

２
月
20
日
︵
水
︶

ま
で
に
健
康
あ
ゆ
み
課
︵
☎
52
・

７
１
１
５
︶
へ　

※
先
着
15
人

■主催　斎宮跡観光協議会
■日時　3月２日（土）午前10時～午後2時ごろ
　　　　※雨天・荒天中止
■場所　斎宮歴史博物館南 ふるさと広場梅林周辺
■内容　史跡めぐり、特産品販売、梅干しの種飛
ばし大会、斎王撮影会、フォトコンテストの募集、
シートベルト体験車、消防車の展示、消防服の試
着体験、ねじロボット体験など。みなさん、ぜひ
お出かけください。
■問い合わせ先　明和町観光協会（☎ 52・0055）

第 15 回 いつきのみや梅まつり

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号

２月と３月の「消費生活相談」窓口の開設
　明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消費
生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり開設
します。皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　①２月 12日（火）、②３月 12日（火）
時間は各日とも午前 10時～正午・午後１時～３時
■場所　役場１階　相談室
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係（☎52・7117）
へお問い合わせください。

２月と３月の行政相談・心配ごと相談
■日時と内容　①２月４日（月） 午前９時30 分～正午＝行政
相談・心配ごと相談、②２月18日（月） 午後1時 30 分～ 4
時＝心配ごと相談、③３月４日（月） 午前９時30 分～正午＝
行政相談・心配ごと相談、④３月18日（月） 午後１時30 分
～４時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎52・7056）へお問
い合わせください。
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社協だより 明和町社会福祉協議会（明和の里内）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52・7056　FAX 52・7057
http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/

※詳しくは、社会福祉協議会（☎ 52・7056）までお問い合わせください。

第112回ライブスペース勢の！in明和vo.5
を開催します

　今年もライブスペース勢の！in 明和を開催します。明和
での開催ももう５回目となりました。老若男女問わずみん
なで一緒に音楽を楽しむライブイベントです♪ぜひご来場
ください。

と　き：３月３日（日）開場　午後１時
　　　　開催　午後１時 30分～３時 30分
ところ：いつきのみや地域交流センター
出　演：ありんこスペシャル／ FreeZ Band ／高山／
　　　　ぴよぴよ会／Marina ♪／輝風（かがやくぜ）

日本赤十字社
「引き出す！子どもの対応力
～５歳児から防災教育を～」

　日本赤十字社三重県支部は、8月に子ども
たちが自ら考えて自然災害から身を守ることが
できるよう、防災教育を普及する目的で防災
教材「ぼうさいまちがいさがし　きけんはっけ
ん！」を三重県内の青少年赤十字加盟登録幼
稚園・保育園75園に無償配布しました。　
　本教材は、シートのイラストを見て、災害時
の危険な場所や、とるべき行動について発表
しながら防災について学ぶことができます。
　10月29日に青少年赤十字加盟校の明和ゆ
たか園が 5歳児 27名を対象に本教材を用い
た防災授業を実施しました。
　授業を終えた園児たちは災害時に自分の命
を守ることについて意識を高めていました。

交通事故無料相談会の開設
（２月・３月）

　明和町では、交通事故被害者支援センター派遣員
による交通事故の相談会（過失割合の判例、示談の
仕方・進め方、賠償請求と賠償額の算定、その他相
談等）を次の通り開催します。
　皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時
　２月 13日（水）午後１時～３時　※１人１時間
　【要予約】申込期限　２月12日（火）午前11時
　　　　 　 ※土曜日・祝日・休日を除く。
　３月 13日（水）午後１時～３時　※１人１時間
　【要予約】申込期限　３月12日（火）午前11時
　　　　 　※土曜日・祝日・休日を除く。
■場所
　明和町保健福祉センター１F和室
　※詳しくは、 人権生活環境課環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。
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入場無料！
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盛り上がりましょう

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年
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　２月は全国生活習慣病予防月間です。明和町では、糖尿病や高血圧の医療費が上位を占めており、生活習慣病
予防が大きな課題となっています。生活習慣病予防には、食事と運動が深く関係します。食事で摂った糖を貯え
たり使ったりする筋肉を、運動で増やすことで、血糖値を下げることができます。また、運動により血液の流れ
を良くすることで、血圧を下げることができます。おとな元気教室に参加して生活習慣病を予防しましょう！
　ご自分の体力に合わせてコースを選んでいただけます。ぜひお誘い合わせの上、ご参加ください。水分補給す
るものを忘れずにお持ちください。
■日　　時：２月８日（金）、12日（火）、22日（金）、25日（月）
　　　　　　●初級コース／午前９時～ 10時
　　　　　　●中級コース／午前 10時 30分～ 11時 30分
■場　　所：明和町総合体育館
■持ち物等：運動しやすい服装、運動シューズ、水分（お茶など）、タオル
※申し込みは不要です。参加希望の方は、当日会場へお越しください。
詳しくは、役場健康あゆみ課 健康づくり係　☎ 52・7115まで

おとな元気教室（健康アップ運動教室）で
一緒に体を動かしましょう！

（有料広告） （有料広告）

多気郡明和町有爾中1095
TEL 52-5012　FAX 52-5049

エネルギーの事は
なんでも相談してください

明和プロパン株式会社明和プロパン株式会社

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号
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あなたにもできる応急手当の
講習会を開催します

●と　き　２月 24日（日）　午前９時～正午
●ところ　明和町総合体育館　柔道場・剣道場
●内　容　
①心臓や呼吸が突然止まった人への対応及び心肺蘇生
　法とAEDに関する説明
②心肺蘇生法の実技
③AEDの使用取り扱い実技
　　　　　　　　　　　  計３時間

●定　員　30人（無料）（中学生以上対象、定員に
なり次第締切）
●募集期間　２月７日（木）～ 19日（火）
●申込方法　消防本部又は、最寄りの消防署、分
署で申込書に必要事項を記入して提出してくださ
い。また、松阪地区広域消防組合のホームページ
からも申込ができますのでご利用ください。
【松阪地区広域消防組合ホームページ】
http://www.mie-matsusaka119.jp/
※講習を受けられた方には「普通救命講習修了証」を　
　交付します。
明和消防署　救急担当
（☎ 52・5600　FAX 52・1119）

普通救命
講習会

※応急手当WEB講習を受講された方は 1時間短
縮されますので、午前 10時から開始となります。
その際は、必ず受講証明書を印刷、または画面メ
モ等したものを持参してください。

三重県最低賃金が改定されました
　三重県最低賃金は、平成 30年 10月１日から時間額 846円になりました。
　この最低賃金は、年齢・雇用形態（パート・アルバイトなど）を問わず、三重県内で働く全ての
労働者に適用されます。
　また、特定の産業に該当する事業場で働く労働者に適用される特定（産業別）最低賃金が、平成
30年 12月 20日から次のとおり改定されました。

　最低賃金の引き上げに対応して、中小企業支援のための業務改善助成金制度や最低賃金ワンストッ
プ無料相談窓口（　 0120・331・266）を設けていますので、是非ご活用ください。
■問い合わせ先　三重労働局賃金室（☎ 059・226・2108）

三重県ガラス・同製品製造業最低賃金 時間額　879円

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金 時間額　900円

三重県電気機械器具製造業最低賃金 時間額　886円

三重県輸送用機械器具製造業最低賃金 時間額　921円

【農業者年金のご案内】
　農業者年金は、国民年金の第１号被保険者
（20 歳以上60 歳未満で農業や自営業の人な
ど）で、年間 60日以上農業に従事する人が
任意加入できる公的年金制度です。
① 自分の年金原資を自分で積み立てる「積立　 
方式（確定拠出型）」の年金です。

② 保険料額（月額20,000円～67,000円）は、　 
自由に設定・増額が可能です。

③ 80 歳までの保証がついた「終身年金」です。
④ 保険料は、全額「社会保険料」として所得
控除できます。

⑤ 認定農業者など一定の要件を満たす場合
は、保険料の国庫補助があります。

※ 詳しくは、明和町農業委員会（☎52・7149）、
　 または多気郡農業協同組合各支店へお問い
合わせください。

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号
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●司法書士無料相談会
【三重県司法書士会松阪支部】
　三重県司法書士会松阪支部では、相続、登記、
借金問題や成年後見について、司法書士による無
料相談会を次のとおり開催します。
◎日時　２月 21日（木）午後６時～８時
　　　　（午後７時 30 分までに来場ください）
◎場所　松阪市日野町 788カリヨンプラザ３階
　　　　松阪市民活動センター
※詳しくは、三重県司法書士会松阪支部連絡事務
局・鈴木陽介司法書士（☎ 0598・23・4638）、
または古田顕子司法書士（☎ 0598・20・
0338）へお問い合わせください。

●多言語国際交流に関する
　講演会を開催
　言語交流研究所ヒッポファミリークラブでは、
家族や仲間で楽しむ多言語国際交流活動と地域国
際ボランティア報告の講演会を開催します。
◎名称
　7 か国語で話そう
　私にも話せた！世界に友達ができた！
◎主催　一般財団法人
　　　　言語交流研究所・ヒッポファミリークラブ
◎日時　２月14日（木）午前10 時～正午、２月
　　　　17日（日）午後２時～４時
◎会場　いせトピア（伊勢市黒瀬町562-12）
◎その他　参加費無料・要申込
◎申し込み・問い合わせ
一般財団法人　言語交流研究所・ヒッポファミリー
クラブ（☎ 0120・557・761）
※受付時間は平日の午前９時～午後５時30 分

●2019年度音訳奉仕者養成講習会
　視覚障がい者福祉やボランティア活動に関心の
ある方に、音訳技術（聞き取りやすい読みの技術）
の基礎を学んでいただく講習会を開催します。
◎日時
　平日コース
　４月 12日（金）・５月 10日（金）・24日（金）
　土曜コース
　４月 13日（土）・５月 11日（土）・25日（土）
◎場所　三重県視覚障害者支援センター「大研修　
　　　　室」（津市桜橋二丁目 131番地）
◎受講料　無料（テキスト代 864円は必要）
◎申込方法
　申込書類一式に所定事項を記入のうえ、E-mail、
FAX又は郵送してください。申込書類はホームペー
ジ（http://www.zc.ztv.ne.jp/mieten/p/）から
ダウンロードできます。
◎申込締切　３月 15日（金）必着
※本講習会を受けた音訳奉仕者は、図書や文書の
音訳や広報活動、教育、文化活動等の地域活動や
録音図書の製作及び普及に協力していただきます。
◎問い合わせ　三重県視覚障害者支援センター　　
　☎ 059・213・7300

（有料広告）

１月の人口
  総人口：23,179 人
  　　男：11,196 人
  　　女：11,983 人
  世帯数：9,032 世帯

12月中の主な増減
出　生：     8 人
死　亡：   26 人
転入等：   44 人
転出等：   38 人

人のうごき

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号
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いつきのみや歴史体験館からお知らせ
☆おはなし会
　「おはなし小槌」のみなさんによる楽しい絵本や
紙芝居の読み聞かせです。
　お話のあとは、おひなさまの冠を作ったり、ぬり
絵をして楽しみましょう。

■日時：２月 23日（土）午前 10時～ 11時
■参加費：無料
■定員：30人（要予約）

☆おひなさまになろう
　平安貴族のこども装束を着て、おひなさまになり
ましょう。
　写真撮影は、カメラをご持参ください。

■日時：２月 24日（日）午前 10時～午後４時
　　　　（正午～午後 1時を除く）
■参加費：500円
■定員：60人（当日受付）

☆機織り体験 
　麻織りと絹織りから選べます。草木染めの糸を
使ってランチョンマット程の作品を２時間で作りま
しょう。

■日時：３月９日（土）午前 10時～正午／午後
１時 30分～３時 30分
■参加費：麻・絹ともに　2,000 円
■定　員：麻　各４人／絹　各２人（要予約）

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ。

ふるさと会館からお知らせ
◆「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ
■日時：２月 24日（日）午後２時～
■場所：ふるさと会館１階児童室
■内容：絵　本「みーつけた」
　　　　　　　  「ちびゴリラのちびちび」
　　　　紙芝居「かおりちゃんのマフラー」

◆「会館スタッフ」による読み聞かせ
■日時：２月 21日（木）午前 11時～
■場所：ふるさと会館１階児童室

◆「てんとうむし」による読み聞かせ
■日時：２月９日（土）午後２時 30分～
■場所：ふるさと会館１階児童室
■内容：絵　本「わたしのおひなさま」
　　　　紙芝居「ばけこちゃんのひなまつり」

○２月のワークショップ「切り絵を作ろう」
　やさしい切り絵づくりを楽しみます。
■日時：２月 23日（土）午前 10時～
■場所：ふるさと会館２階多目的室
■募集人数：10人
■応募受付：２月５日（火）正午～
■参加費：100 円
■持ち物：はさみ、小型のカッターナイフ。（切り
絵にしたい原画があればお持ちください）

○ふるさと会館特別展「竹茗舎所蔵展」
■期日：２月５日（火）～27日（水）
■場所：ふるさと会館特別展示場
※「アトリエミホ、アトリエコバの子どもたち作
品展」を同時開催

○図書館より
◆借りた本を破ってしまったということがありま
すが、補修は図書館で行いますので、テープを貼
らずにカウンターに返却いただきその旨お伝えく
ださい。なお状態によっては弁償をお願いする場
合がありますので、ご理解いただきますようお願
いいたします。

○２月の休館日
 ・４日（月）、12日（火）、18日（月）、25日（月）、
28日（木／月末館内整理日）
※詳しくは、ふるさと会館（☎52・7131）へお問
い合わせ下さい。

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ２月号
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1月31日木～
2月  7日木　

2月  7日木～
2月14日木　

2月14日木～
2月21日木　

2月21日木～
2月28日木　

2月28日木～
3月  7日木　

●ニュース：①親子ふれあいフェスティバル
②男女（みんな）の連絡会 町議会議員との交流会 ほか

●トピックス：明和アーカイブス

●ニュース：①ふれあいレクリエーション
②明星小学校ライスパーティ　ほか

●トピックス：松阪地域定住自立圏番組

●ニュース：①西行部自治会どんど火
②明和FCフットサルフェスタ　ほか

●トピックス：視聴者投稿め～Tube

●ニュース：①国づくりシンポジウム
②美し国三重市町対抗駅伝　ほか

●トピックス：明和アーカイブス

●ニュース：①明和町災害対応図上訓練
②町のお宝ディスカッション　ほか

●トピックス：松阪地域定住自立圏番組
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明和町情報番組 め～ナビ

00分　～　ニュース

10分頃～　トピックス

40分頃～　文字放送

50分頃～　お天気

※繰り返し放送
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（有料広告）

（有料広告）

明和町行政チャンネル番組表〈1月31日木～3月7日木〉
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午
（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。
詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。
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